議会報告会実施報告書
	開催日時
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	加藤貞夫
	
	

	
	書　記
	佐藤晴彦
	
	

	
	報告者
	総務常任委員会　
	森弘子、小林栄治

	
	
	教育福祉常任委員会
	佐藤晴彦、川面充子、神林秀治

	
	
	建設産業常任委員会
	加藤章、野中昭一、齋藤武男

	報告会
	平成29年度当初予算審査報告

	報告に関

する質疑
	質　疑
	答　弁

	
	別紙のとおり
	別紙のとおり

	懇談会
～町民のお知恵はいしゃく～
	総務常任委員会のテーマ

住民協働でゴミのないきれいなまちづくり
教育福祉常任委員会のテーマ

中高年の元気づくりのアイデアを！！
建設産業常任委員会のテーマ

プレミアム商品券にどのような付加価値を求めますか？

	意見・提言等
	意見・提言等
	対　応

	
	別紙のとおり
	別紙のとおり


平成29年5月30日

高根沢町議会議長　様
班　長　　　加　藤　貞　夫　
第８回　議会報告会での質疑・意見等
平成２９年度当初予算関係
	
	質疑等
	報告会での答弁

	総　　務
常任委員会
	地域経営計画について、高根沢町総合戦略においては、H27年度はPDCAがされているが、H28年度は、進捗管理（PDCA）がされていないのではないか。地域経営計画の改訂がだされているにもかかわらず、反省点が出されていない。議会として、チェックしているのか。

	H28年度の事業については、H29年9月の決算時に審査するので、次回の議会報告会で報告したいと思います。

	
	移住・定住・創業支援事業において、宝積寺駅東口を整備すると書かれているが、どの範囲まで整備するのか。中区商店街のシャッター通りを改善する整備になっているのか。

	中区のシャッター通りを整備するというのではなく、駅東口の商工会に隣接している町の土地に、移住・定住・創業支援センターと創業支援施設（ログハウス）5棟を建設し、移住・定住・創業支援につながる事業を行うために整備することです。



	
	総合戦略推進会議できちんと総括して、H29年度の予算編成に臨む必要があったのではないのか。
	

	教育福祉
常任委員会
	　地域経営計画に記されている特別会計の将来の算出方法がどのようにされているのか。
	算出方法については、改めて確認いたします。

【結果】特に定型的（国や県の仕様）な算出方法はなく、過去実績と将来のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(※),変動)要因を加味して算出しています。

※変動要因とは・・・各会計の事業計画(設備投資など)



	
	国民健康保険や後期高齢者などの特別会計について、町民が財政についてもっと危機意識が持てるように、はっきりと数字を示すべきではないか。

　また、情報開示の仕方をグラフにしたり工夫してわかりやすくしていただきたい。
	　協議していきます。

【結果】各特別会計担当部署に要望しました。また、今後は啓発方法について、さらに工夫していく考えです。

	
	町に若い方に来てもらえるように、子育て支援の予算を上げてはどうか。
　方法として、「高齢者の健康づくり」に励むような取り組みを考え、健康保険料の削減につなげる。

健康保険料を削減した分、子育て支援分を増やせると思う。

	【結果】今後の参考にさせていただきます。

	建設産業
常任委員会

	元気あっぷむらに対する繰り入れは、２８年度が１億円、２９年度も4600万円を予算化しているが、町税からの支出を抑える努力はしているのか。

また、元気あっぷむら自ら経営の改善計画を樹立しているのか。

さらに議会として、どのような対応を行なっているのか。
	２８年度の１億円は借地だった土地を購入したもの。元気あっぷむらも経営改善に向けた事業計画を作成し、経営改善に取り組んでいます。前回の報告会後に、建設産業常任委員会と元気あっぷの経営者などと、新たな事業の提案や意見交換を行い経営改善に取り組んでいます。今後も意見交換をして、集客アップにつながるよう努力していく考えです。




	
	元気あっぷむらに道の駅を併設する計画は、都市計画マスタープランの見直し構想にも無いし、反対である。自然を活かしたグリーンツーリズムや民泊、ランニングコースを構築して、大学等の研修や合宿の利用してもらえるよう、現行の都市計画と整合性を合わせた議論を議会として協議してほしい。
	意見として受けたまわります。


懇談会～お知恵はいしゃく～関係
	
	テーマ
	皆様からの意見・要望等
	議会の応答等

	　　総務
常任委員会
	住民協働でゴミのないきれいなまちづくり
	ゴミステーションにどこにでも置けるボックス化を実施してはどうか。特に公園等に設置されているゴミステーションからボックス化を実施してはどうか。
	網ネットだけでは、カラス被害が出ているところもある。　町有地で出来る部分には、ボックス化できるよう働きかけていきたい。

	
	
	自治会に加入していない人が、ゴミステーションにゴミを出している。自治会に加入するよう働きかけてはどうか。
	ゴミの回収は町の事業なので、自治会加入者外でも捨てることはできる。　多くの地域では、ゴミを捨てる形でゴミステーションの管理にルールを作って対応しているのが現状。　自治会の加入について、町は住民課窓口において転入時などに自治会加入の案内はしているが、今後はよりPRしていけるように提言していきたいと思う。


	
	
	キレイな町は、若い方たちが住みたいと思う一つの要因だと思います。

中坂上のコモンシティーは、家を建てる際の外構要件（塀の高さや境界と建物の離れ、植栽の数など）が定まっている。

町として、住宅街の基本建築要件を設定してはどうか。
	

	
	
	ゴミの問題については、自分の家は自分でやるのが基本。
	自治会離れや高齢化などにより、出来ない現状もあると思います。　その中で、個人から地域でという観点で、ボランティアの形で登録してもらい、資材提供を町が行う、美化パートナー制度ができました。　多くの方が登録してくれることに期待します。


	教育福祉
常任委員会
	中高年の元気づくりのアイデアを求めます。
	　宝石台で居場所づくりをしているが、公民館がないため活動場所がない。

　元気あっぷむらや改善センターなどの場所を無料で貸してもらうことはできないか。
	　元気あっぷむらと改善センターについては、無料で利用できるか確認します。

【結果】各施設窓口において、利用目的などを相談したうえで、減免になるか判断するとの事です。


	
	
	　中央図書館に居場所をつくってほしい。

　現在の調理室を誰もが気軽に集まれる談話室などに変更してほしい。
	　図書館側で居場所づくりが可能かどうかを検討していただくと同時に、教育福祉常任委員会においても議論させていただきます。

　
【結果】図書館担当課の生涯学習課に伝え、公民館として講座や教室を実施していく目的があるので、調理場は必要である。また、現在は、談話室のような利用は考えていないが、今後、必要となれば検討していくとの回答でした。

　当常任委員会として、広く図書館についての声を拾い、検討を重ねていきます。

	
	
	　楽しい町独自の音楽をつくり、体操などができれば、健康づくりにつながると思います。
	　町に伝えるとともに、教育福祉常任委員会でも検討させていただきます。

【結果】健康福祉課に伝え、昨年から庁内のプロジェクトチームが、同等内容について検討しているところとの回答でした。

当委員会は、継続的に推奨をしていきます。


	
	
	国保予算の負担軽減のためにも、町と医療機関の協働のもと、薬を減らし、食事とウォーキングなどで健康づくりにつなげる取り組みをしては。
	負担軽減のため、ジェネリック医薬品の推奨は取り組んでいます。また、地域包括ケア（在宅医療など）や子育て支援の中には医師会が協力しており、今後はさらなる変化が出てくることに期待している。

【結果】健康福祉課に伝え、昨年から庁内のプロジェクトチームが、同等内容について検討しているところとの回答でした。

当委員会は、継続的に推奨をしていきます。


	建設産業
常任委員会

	プレミアム商品券にどのような付加価値を求めますか。
	商店が連携し、一定の商品（トンカツ・ラーメンなど）を定め、スタンプラリーを実施し、使う側になんらかのプレミアムを提供することにより商店の活性化が期待でき、町の中でお金が回るのではないか。
	　現在のプレミアム商品券の事業状況では、あまり活性化につながっているとは言えません。

商売している方の意識を改革して、新たな商品開発の度を展開していき、活性化につなげていきます。


